
J159-004 会場: 304 時間: 5月 14日 14:20-14:31

地球深部探査船「ちきゅう」と連携した「砂プロジェクト」
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　 21世紀の地球科学において重要な役割を果たす IODPの中核となる地球深部探査船「ちきゅう」の活動が開始され
ようとしている．「ちきゅう」の活動に関連して，掘削地点における堆積物の後背地解析のために，堆積物を供給している
河川等の堆積物の分析データが必要である．このためには，広範な地域から多数の試料を集めなくてはならないが，堆
積物の採取は難しい作業ではないので，小学校～高校の児童生徒と連携した研究活動が可能であると考えられる．
　 2006年に下北沖で試掘が行われるのに合わせて，試験的に北海道と青森県の中学高校に協力を求め，掘削地点に流

入している河川の堆積物採取と分析を行った．採取活動に合わせて，IODPの意義と堆積物解析の手法について現地で説
明会を開いた．採取試料については，国立科学博物館でモード組成，鉱物組成および U-Th-Pb年代測定等が行われた上，
高知コアセンターに保管・データベース化された．分析データ等はWeb上で公開され，参加者に還元される．
　これまでのこうしたアウトリーチ活動は，講演や疑似体験をするものが多かったが，このプロジェクトは，参加者

の活動が本格的な科学研究に寄与することができる点で大きなインパクトがある．今回のパイロット事業の成功を受け，
「ちきゅう」の活動に合わせて，アジアを中心に国際的な教育および交流の場として展開することを検討している．


